
　上野原遺跡で発見され、国の重要文化財
に指定されている約７５００年前の出土品を
中心に、県内各地の貴重な出土品を展示して
います。

　約９５００年前の上野原ムラを再現してい
ます。ムラ・森・海の恵まれた環境で当時の
人々がどのように生活していたかを垣間見る
ことができます。

　縄文時代の人々の暮らしをアニメーション
で紹介しています。縄文時代の生活の知恵や
自然との共存などを学習できます。

夏休み縄文キャンプ村

企　画　展
　上野原縄文の森展示館では、常設
展示のほかに「企画展示室」を設け
て、年に３回程度、企画展を開催。さ
まざまなテーマを設定し、県内各地
の遺跡からの出土品などを展示する
など、これまでに３４回実施していま
す。また、企画展によっては講師を招
いて講演会を催すなど、来園者が常
に新鮮な情報を得ることができる工
夫をしています。
　通常の企画展とは別に、展示館の
ホールを利用して、時節に関連したミ
ニ企画展も実施。写真パネルなどで
県内の文化財の紹介のほか、上野原
縄文の森のイベントの様子や季節の
風景なども紹介をしています。

　復元集落の竪穴住居に実際に宿泊
ができるイベントです。毎年、夏休み期
間中に２回開催。縄文服作りや火おこ
しなどを体験し、縄文時代と同じ調理
法で作る夕食などを楽しむことができ
ます。

〈平成24年7月の参加者の声〉

親子３人で参加しました。カブトムシ合戦な
どを楽しむことができましたし、火おこしに
も何度も挑戦してやっと火を点けることが
できました。実際に体験しないとわからな
いことが多いですね。（鳥丸さん親子）

楽しみにしていたキャンプに参加することが
できて、子どもが生き生きとしています。普段
はどちらかというとおとなしいのですが、ここ
では積極的に動いていますね。縄文時代の火
おこしや縄文人の暮らしに思いをはせながら
さまざまな体験ができたので、夏休みのいい
思い出になりました。（東さん親子）

8

縄文の森展示館
（常設展示室・重要文化財）

縄文の森展示館
（常設展示室・ジオラマ）

縄文の森展示館
（縄文シアター）
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鹿児島県 上野原縄文の森開園10周年特　集

　国指定史跡となった集落跡を復元。縄文
時代の住居の内部の様子を見学し、当時の
生活を直接肌で感じることができます。

　上野原遺跡の地下に潜り込み、上野原台
地の生きた地層を観察できます。５層では国
の重要文化財に指定された壺型土器などが
出土し、７層では集落跡が発見されました。

　発見された集落跡を発見当時のままの姿
で保存、展示しています。住居跡のほか、調理
施設の集石・連穴土坑などが残されており、
約9500年前の人々の生活を実感できます。

　体験学習館で人気の火おこし体験に
無料で参加できます。木の摩擦により発
火させる仕組みで、モミギリ式、ユミギリ
式、マイギリ式などの方法があります。い
ずれも軸になる木をいかに安定させて
高速回転させるかがポイントです。火だ
ねを移すタイミングが難しく、火がつく
まで何度もチャレンジする人も。

　縄文時代の人たちは、魔除けや身を守
るおまじないとしてさまざまな材料でア
クセサリーを作り、身につけていました。
同じように、滑石(かっせき)という石を
削ってアクセサリー作りを体験できます。
料金は材料費の２００円。６０分～９０分
程度で世界に一つだけのハンドメイドの
縄文風アクセサリーが完成します。

火おこし

アクセサリー作り

　主に上野原縄文の森で採れる
素材を使った体験活動を年に６回
行っています。草木染めや縄文時
代にも採れていた魚介類を使った
縄文鍋などを土器を使って作り、
縄文人の気分を味わうことができ
ます。

１日縄文人体験

　上野原遺跡を中心とした南九
州の縄文文化などについて解説
する一般向けの講座です。各方面
で活躍されている方を講師に招い
て年に５回開催しています。座学
だけではなく、発掘中の遺跡や周
辺の史跡などの見学も行います。

考古学講座

復元集落

地層観察館

遺跡保存館
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上野原縄文の森展示館アテンダント　森田　愛さん

財団法人鹿児島県地域振興公社　折田　利孝 さん

「上野原縄文の森」を支える人々

上野原縄文の森レストラン「フォレスタ」店長　瀬戸口　進一 さん
せ　と  ぐち　　  しん いち

もり   た　　   あい

おり   た　　   としたか

　

上
野
原
縄
文
の
森
の
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ら
で
は
の
お
す
す

め
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て「
縄
文
バ
ー
ガ
ー
」を
提
供
し
て
い
ま

す
。特
大
の
バ
ン
ズ
の
中
に
地
元
で
採
れ
た
野
菜
や
黒
豚

ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
を
挟
ん
だ
バ
ー
ガ
ー
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、上
野
原
縄
文
の
森
を
訪
れ
た
方
が
楽
し

く
食
事
で
き
る
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、お
客
さ
ま
か
ら
予
約
を
受
け
る
際
に
は
、食

材
や
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
、ご
要
望
に

お
応
え
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。特
に
県
外
か

ら
来
ら
れ
る
お
客
さ
ま
に
は
キ
ビ
ナ
ゴ
や
黒
豚
、垂
水
の

カ
ン
パ
チ
な
ど
の
食
材
を
使
っ
た
郷
土
料
理
を
メ
イ
ン
に

お
出
し
し
て
い
ま
す
。ま
た
、上
野
原
縄
文
の
森
の
広
大
な

自
然
の
中
で
自
由
に
食
事
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
料
理

を
お
弁
当
箱
に
詰
め
て

準
備
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
し
、シ
ー
ト
の
貸
し

出
し
も
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
旬
な
食
材
を

使
っ
た
郷
土
料
理
を
提

供
し
、上
野
原
縄
文
の

森
に
来
ら
れ
た
方
に
食

事
の
面
で
も
満
足
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ア
テ
ン
ダ
ン
ト
と
し
て
お
客
さ
ま
を
ご
案
内
す
る
よ

う
に
な
っ
て
５
年
目
に
な
り
ま
す
。縄
文
時
代
全
般
の

こ
と
や
周
辺
の
霧
島
市
の
観
光
情
報
な
ど
を
質
問
さ
れ

る
こ
と
も
多
く
、最
初
の
こ
ろ
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。実
際
に
自
分
も
現
地
に
行
っ

た
り
、本
を
読
ん
で
勉
強
し
た
り
す
る
こ
と
で
、少
し
ず

つ
ス
ム
ー
ズ
に
ご
案
内
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

上
野
原
縄
文
の
森
で
私
が
一
番
オ
ス
ス
メ
す
る
場
所

は
、展
示
館
３
階
の
展
望
所
で
す
。上
野
原
縄
文
の
森
の

全
景
が
見
ら
れ
、天
気
が
い
い
日
に
は
霧
島
連
山
や
桜

島
も
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。常
設
展
示
の
中
で
は

約
９
５
０
０
年
前
を
再
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
が
人
気
で

す
。大
人
も
子
ど
も
も
じ
っ
く
り
見
て
い
か
れ
る
方
が

多
い
で
す
ね
。

　

も
と
も
と
歴

史
は
苦
手
で
し
た

が
、上
野
原
縄
文

の
森
で
歴
史
に
多

く
触
れ
る
こ
と
で

興
味
が
湧
い
て
き

ま
し
た
の
で
、

も
っ
と
勉
強
し
て

い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

毎
日
、上
野
原
縄
文
の
森
の
ど
こ
か
し
ら
の
場
所
で
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。全
体
面
積
36　

の
う
ち
約
60
％
の
21　

が
芝
刈
り
や
樹
木
管
理
を
行
う
範
囲
に
な
り
ま
す
ね
。

　

上
野
原
縄
文
の
森
に
は「
自
然
樹
形
で
森
を
育
て

る
」と
い
う
テ
ー
マ
が
あ
る
の
で
、年
を
経
る
に
つ
れ
て

管
理
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。普
通
の
公
園
で
あ
れ

ば
型
が
あ
り
、そ
れ
に
沿
っ
て
剪
定
作
業
な
ど
を
行
え

ば
い
い
の
で
す
が
、上
野
原
縄
文
の
森
は
な
る
べ
く
自

然
の
状
態
で
生
育
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、場
所
に
よ
っ
て
は
日
を
当
て
た
り
、来
園
者
の
た

め
に
日
陰
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。芝
生
で
遊
ぶ
来

園
者
が
多
い
の
で
、芝
生
の
手
入
れ
は
必
須
で
す
ね
。

　

ま
た
、管
理
区
域
に
は
、フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
や
音
響
設
備
も

あ
る
の
で
、周
り
の
竪
穴
住

居
や
機
器
を
壊
す
こ
と
が

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
作

業
し
て
い
ま
す
。

　

自
然
樹
形
の
公
園
は
い

か
に
人
工
的
に
見
せ
な
い

よ
う
に
す
る
か
が
大
事
。開

園
か
ら
10
年
が
経
っ
て
、縄

文
時
代
の
雰
囲
気
が
漂
う

ほ
ど
に
成
長
し
た
森
に
注

目
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

ha

ha

せ
ん 

て
い
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鹿児島県 上野原縄文の森開園10周年特　集

上 野 原 縄 文 の 森 開 園 １０ 周 年 　 記 念 事 業

縄 文の森  秋まつり
開園 10 周年記念

縄文シティサミット ｉｎ きりしま

茅野遺跡出土品　耳飾り
（榛東村教育委員会蔵）

　
高
い
芸
術
性
と
高
度
な
製
作
技
術
を
備

え
た
土
器
、
土
偶
、
耳
飾
り
な
ど
を
縄
文

人
が
ど
の
よ
う
な
思
い
で
製
作
し
た
の

か
。
縄
文
時
代
早
期
後
葉
の
上
野
原
遺
跡

と
縄
文
時
代
中
期
の
釈
迦
堂
遺
跡(

山
梨

県)

、
茅
野
遺
跡
（
群
馬
県
）
の
出
土
資

料
を
も
と
に
縄
文
時
代
に
生
き
た
人
び
と

の
豊
か
な
心
と
あ
ふ
れ
る
生
命
力
に
迫
る

企
画
展
で
す
。
期
間
中
に
は
展
示
館
１
階

の
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
東
京
大
学
教

授
の
設
楽
博
己
氏
に
よ
る
講
演
会
も
予
定

さ
れ
て
お
り
、
文
化
の
秋
を
充
実
さ
せ
て

く
れ
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
期　

間
】10
月
6
日（
土
）〜
12
月
2
日（
日
）

【
会　

場
】上
野
原
縄
文
の
森
展
示
館

【
利
用
料
】小
・
中
学
生　

1
5
0
円（
1
2
0
円
）

　
　
　
　
　

  

高
・
大
学
生　

2
1
0
円（
1
6
0
円
）

　
　
　
　
　

  

一　
　
　
般　

3
0
0
円（
2
4
0
円
）

【
講
演
会
】11
月
3
日（
土
）

　

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
催
さ
れ
る
参
加

体
験
型
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。郷
土
の
歴
史

文
化
や
上
野
原
縄
文
の
森
へ
の
関
心
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
は
恒
例
の
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
に
加
え
、開
園

１０
周
年
を
記
念
し
て
薩
摩
剣
士
隼
人

シ
ョ
ー
や
県
外
の
博
物
館（
九
州
歴
史
資

料
館
、吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
、西
都
原
考

古
学
博
物
館
、兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
な

ど
）に
よ
る
出
張
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、例

年
と
は
違
う
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。屋
台
村
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

「
ど
ん
ぐ
り
倶
楽
部
」が
提
供
す
る
ド
ン

グ
リ
う
ど
ん
や
、く
ん
製
卵
な
ど
を
ぜ
ひ

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
】10
月
13
日（
土
）・
14
日（
日
）

【
会　

場
】上
野
原
縄
文
の
森　

体
験
広
場

【
入
場
料
】無
料

　

今
年
で
15
回
目
と
な
る
「
縄
文
シ

テ
ィ
サ
ミ
ッ
ト
」
が
霧
島
市
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
「
縄
文
都
市
連
絡
協
議
会
」

に
参
加
す
る
縄
文
遺
跡
が
あ
る
全
国
各

地
の
市
町
で
年
１
回
開
催
さ
れ
て
い
る

催
し
で
す
。

　

今
年
の
縄
文
シ
テ
ィ
サ
ミ
ッ
ト
　
き

り
し
ま
の
テ
ー
マ
は
「
絆
と
共
生　

〜

自
然
災
害
を
乗
り
越
え
た
縄
文
人
に
学

ぶ
〜
」
で
す
。

　

自
然
と
共
生
し
て
い
た
縄
文
人
か
ら

現
代
を
生
き
る
私
た
ち
も
学
ぶ
べ
き
こ

と
が
き
っ
と
あ
る
は
ず
。
こ
の
秋
、
上

野
原
縄
文
の
森
で
縄
文
の
魅
力
・
深

さ
・
歴
史
的
意
義
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。

【
開
催
日
】10
月
13
日（
土
）・
14
日（
日
）

【
会　

場
】霧
島
市
民
会
館
・
上
野
原
縄
文
の
森

【
入
場
料
】無
料

縄文人の匠の技 ～土器・土偶・耳飾りからのメッセージ～
開園 10 周年記念特別企画展

　

※
利
用
料
に
は
常
設
展
利
用
料
も
含
み
ま
す

　

※（　

）は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

　

※
毎
週
月
曜
日
休
園

　
（
月
曜
日
が
休
日
の
と
き
は
翌
日
が
休
園
日
）

ｉｎ

し
ゃ   
か　

ど
う

し
た  

ら    

ひ
ろ　

み

か
や　

の


